
第12章 教 育 委 員 会 市勢

議会

1. 歴代教育長 総務企画部

2. 教育委員会委員 財務部

3. 教育委員会開催状況 健康福祉部

4. 学校教育 子ども部

5. 文化財 生涯学習部

6. 安全環境部

7. 都市整備部

8. 産業活力部

9. 選挙管理委員会

10. 監査委員

11. 農業委員会

12. 教育委員会

13. 消防本部

14. 上下水道局

15. その他

16.
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～

～

～

～

2. 教育委員会委員

3. 教育委員会開催状況

歴代教育長

氏 名 在 任 期 間

1 市 川 浩 一 昭和42年１月１日 昭和55年４月１日

4 萩 原 康 正 平成15年４月２日 平成20年９月30日

5 加 賀 谷 孝 平成20年10月１日 現　職

2 大 熊 章 一 昭和55年４月２日 平成４年９月30日

3 礒 貝 謹 吾 平成４年10月１日 平成15年３月31日

職務代理者 須 堯 福 美 平成28年１月19日

委 員 加 賀 谷 孝 平成20年10月１日

氏 名 就任年月日

委 員 長 石 井 伸 一 平成25年４月１日

委 員 佐 藤 志 津 平成28年４月１日

平成27年度

会議 開催日
議 案 内 訳 件 数

条例･規則 規程等 予 算 委員の委嘱 人 事 教育方針等 その他 計

1 件

第２回定例会 H27. 5.20 2 件 1 件 1 件 3 件 7 件

件 151.4.72H会例定回１第

1 件

件 2件 1件 192.6.72H会例定回３第

件 16.8.72H会時臨回１第

2 件

件 1件 103.9.72H会時臨回２第

第４回定例会 H27. 7.15 1 件 1 件

5 件

件 1件 171.9.72H会例定回６第

件 2件 1件 1件 171.8.72H会例定回５第

1 件

件 1件 111.3.82H会時臨回３第

件 141.01.72H会例定回７第

4 件

件 1件 161.21.72H会例定回９第

第８回定例会 H27.11.18 1 件 1 件 1 件 1 件

2 件

件 3件 1件 28.2.82H会例定回11第

第10回定例会 H28. 1.20 1 件 1 件

37 件

5 件

7 件 1 件 4 件 9 件 2 件 6 件

第12回定例会 H28. 3.23 2 件 1 件 1 件 1 件

8 件
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4.

（重点目標）

２　教育を核とした地域社会の構築

⑴　学校施設の現況 平成28年5月1日現在

学 校 教 育

　学校教育では、国の新たな教育施策として第2期教育振興計画が決定され、「多様で変化の激

しい社会の中で個人の自立と協働を図るための主体的・能動的な力」の育成などの基本方針が示

されました。子どもたちの学力や学ぶ意欲の向上をめざし、基礎・基本の確実な定着を図り、自

ら考える力など「社会を生き抜く力の養成」が求められています。

　この実現に向け、児童生徒の一人一人に「夢と希望・あこがれ」をいだかせるという観点に立

ち、まず、教職員の資質能力の一層の向上を図り、一人一人を大切にしたきめ細かな指導をする

こと、学校・家庭・地域社会が一体となって、多様な体験活動や道徳教育・人権教育を充実させ

ることによって、子どもたちの可能性を引き出すことが必要です。

　また、国際教育では、外国の生活や文化・言語に興味を持ち、主体的に学ぶ意欲を高め、体育・

健康に関する指導については、自己管理能力の向上を目指し、健康・安全・防災教育及び食に関

する指導の充実を図らなければなりません。

　不登校児童生徒等への対応、インクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進、

教育環境の整備その他、魅力ある学校づくりが重要です。

　これらのことを踏まえ、八千代市ならではの特色ある教育を推進するため、来年度において次
の重点目標の展開を図ることにします。

区 分 市 立 県 立 私 立 計

１　子どもたちの可能性を引き出す教育

小 学 校 22 0 0 22

幼 稚 園 0 0 18 18

高 等 学 校 0 3 3 6

中 学 校 11 0 2 13

大 学 0 0 2 2

特別支援学校 0 1 0 1

計 33 4 25 62
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職教立創分区

積面置設数員女男支特通普月年

学級 学級 学級 人 人 人 人 ㎡ ㎡ ㎡ 年度 ㎡

1. 大 和 田 明 6.4 21 2 23 360 340 700 32.5 10,721 4,372 　 1,069 昭49 180.0

2. 睦 6.5 10 0 10 113 122 235 15.5 14,321 4,040 836 49 260.0

3. 阿 蘇 6.3 6 0 6 51 60 111 11.0 11,309 1,769 873 50 275.0

4. 村 上 6.9 23 0 23 346 350 696 31.0 17,899 6,047 1,037 48 325.0

5. 八 千 代 台 昭32.4 12 4 16 225 182 407 26.0 15,716 6,189 1,042 41 275.0

6. 八 千 代 台 西 43.4 13 0 13 190 186 376 20.0 20,554 5,502 1,050 48 325.0

7. 勝 田 台 43.4 22 0 22 368 340 708 33.5 20,147 6,454 1,263 49 112.5

8. 勝 田 台 南 45.4 13 2 15 179 189 368 21.0 22,320 4,567 1,050 48 325.0

9. 米 本 45.9 6 0 6 43 42 85 12.0 18,521 5,643 1,041 47 325.0

10. 米 本 南 45.9 6 2 8 75 59 134 13.0 18,012 4,936 1,050 48 325.0

11. 西 高 津 46.4 19 0 19 261 282 543 25.5 24,250 5,654 1,045 48 325.0

12. 大 和 田 南 47.4 23 0 23 376 367 743 31.5 24,493 4,939 1,125 49 325.0

13. 高 津 47.4 20 4 24 342 339 681 33.5 17,900 5,238 1,038 48 325.0

14. 南 高 津 50.4 11 0 11 136 131 267 17.0 18,431 4,905 1,133 51 325.0

15. 村 上 東 51.4 24 0 24 408 396 804 34.0 18,506 5,054 1,045 51 325.0

16. 大 和 田 西 53.4 29 0 29 494 482 976 39.5 17,899 5,561 1,062 54 325.0

17. 村 上 北 53.4 8 3 11 103 102 205 19.5 18,572 3,586 1,045 53 325.0

18. 新 木 戸 59.4 21 0 21 355 330 685 31.5 20,000 7,313 1,039 60 325.0

19. 萱 田 平 4.4 28 3 31 492 435 927 43.5 25,078 8,365 1,000 平 4 135.0

20. 萱 田 南 19.4 17 0 17 262 243 505 24.5 7,051 6,636 - - -

21. み ど り が 丘 22.4 12 0 12 197 179 376 18.0 26,107 7,681 1,545 平 22 325.0

22. 八 千 代 台 東 昭40.4 19 0 19 307 299 606 26.5 22,350 5,824 1,554 48 325.0

363 20 383 5,683 5,455 11,138 560.0 410,157 120,275 22,942 - 6,112.5

1. 八 千 代 昭22.4 10 4 14 186 184 370 26.5 23,409 6,002　 1,269 昭53 275.0

2. 睦 22.4 5 0 5 67 67 134 15.0 20,538 2,204 819 44 250.0

3. 阿 蘇 22.4 6 1 7 114 84 198 19.5 30,482 5,786 1,358 45 275.0

4. 勝 田 台 43.4 12 3 15 206 206 412 29.0 32,538 5,864 1,235 49 325.0

5. 大 和 田 47.4 26 0 26 447 471 918 49.0 29,168 6,741 1,457 50 250.0

6. 高 津 47.4 26 2 28 453 471 924 50.5 30,315 6,904 1,211 48 325.0

7. 八 千 代 台 西 50.4 12 0 12 188 207 395 25.0 19,335 5,898 1,173 63 325.0

8. 村 上 東 51.9 13 1 14 228 191 419 27.5 24,500 5,859 1,170 51 325.0

9. 東 高 津 60.4 9 0 9 141 145 286 21.0 24,033 4,470 1,115 60 325.0

10. 村 上 60.4 12 0 12 208 212 420 25.5 24,500 4,423 1,143 60 325.0

103,1体　

11. 萱 田 平 3.4 26 0 26 449 444 893 45.0 29,313 6,660 柔 499 平 3 325.0

部室 144

体 13,251

157 11 168 2,687 2,682 5,369 333.5 288,131 60,811 柔 499 - 3,325.0

部室 144

体 36,193

520 31 551 8,370 8,137 16,507 893.5 698,288 181,086 柔 499 - 9,437.5

部室 144

小 ・ 中 学 校
平成２８年５月１日現在

学級数
計

児童・生徒数
計 校地面積校舎面積 体育館面積

水泳プール

学校名

小  学  校

小   計

中  学  校

小        計

合        計
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⑵　平成27年度八千代子どもサミット

①　

②

12月10・11日（木・金）

ザラプ習学涯生合総市代千八③

　 八千代子どもサミット第4回中学生リーダー研修会八千代市少年自然の家

④

・ 教育長、教育次長、教育委員

・ 市内小中学校代表児童生徒66名（小学校22校、中学校11校）

・ 子どもサミット実行委員、学校担当者

・ 保護者、各校校長等

・ 地域の方々

八千代子どもサミット第4回中学生リーダー研修会

・

・ 市内中学校代表生徒22名（中学校11校）

・ 子どもサミット実行委員、学校担当者

・ 各校校長等

⑤

・ 地域子ども会議

第10回八千代子どもサミット

第4回中学生リーダー研修会

・ 開会セレモニー

・ 各地域活動報告

・ 地域ディスカッション～地域の方と語ろう～

・ 閉会セレモニー

・「仲を深めるコミュニケーション」

・「中学生リーダーとしてすべきこと」

・「活動を発信するために～大韓民国の中学生とスカイプ国際交流～」

・「研修をふりかえる」

八千代子どもサミット第4回中学生リーダー研修会

　内　　容

・ 小・中学生交流タイム

・ 全体ディスカッション

 会 　場 第10回八千代子どもサミット

　　

 参 加 者 第10回八千代子どもサミット

教育長、教育次長

 趣   旨

　未来を担う児童生徒が、地域社会の問題や将来性等について考え、地域社会の一員とし

ての自覚と認識を深めるとともに、小・中学校が連携して地域社会に主体的に参加するこ

とを期する。

）月（日3月8トッミサもど子10回八千代第時   日 
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⑶　学校給食

在現日1月4年82成平式方場理調同共．Ａ

在現日1月4年82成平式方場理調独単．Ｂ

職 員
栄養士　１名 栄養士　１名 栄養士　１名 栄養士　１名

調理員6名(3) 調理員3名(2) 調理員8名(5) 調理員9名(7)

完全給食開始年月 昭和38.2 昭和29.10 昭和59.4 平成 4.4

給 食 室 面 積 266　㎡ 68　㎡ 320　㎡ 337　㎡

職 員

     所　　　長　　1名
     場　　　長　　1名
     事　　　務　　5名(3)
     栄　養　士　　4名(1)
     調　理　員　　(PFI)
     運　転　手　　(PFI)
     機械操作手    (PFI)

     場　　　長　　1名
     事　　　務　　2名(1)
     栄　養　士　　2名
     調　理　員　　(委託)
     運　転　手　　(委託)
     機械操作手    (委託)

小学校 
大 和 田 阿 蘇 新 木 戸 萱 田

 区　分

小学校　11校
中学校　 7校

小学校　7校
中学校　4校

運 搬 車 両 10台（ ）託委（台3）IFP

　　※ ( )数字は再任用職員、臨時職員の内数　

4.25和昭4.52成平月年始開食給

　昭和２９年に阿蘇小学校において完全給食が実施されたのをはじめとして、順次、各小学
校で給食が実施されるようになりました。昭和４５年９月には八千代市学校給食センターを
開設し、小学校５校、中学校４校、計９校に給食が開始されました。平成25年４月から、高
津調理場を廃止し、新たに西八千代調理場を開設、村上調理場と村上第２調理場とを一体化
し、村上調理場としました。現在は共同調理場２施設と単独調理場４施設で１日あたり最大
約17,000食を調理し、小学校22校､中学校11校の完全給食を実施しています。

調理場
場理調上村場理調代千八西

区分

敷 地 面 積 ㎡18.760,3㎡72.000,11

㎡566,1㎡02.259,5物建

給 食 対 象
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⑷　少年自然の家

①　施設の概要

昭和４９年８月２２日

保品１０６０番地の２

鉄筋コンクリート造　地上３階

２６，４３７㎡

３，４９９㎡

１階　事務室・所長室・管理人室・保健室・体育室・食堂・厨房・ホール・浴室

２階　プラネタリウム室・研修室・リーダー室・和室・ギャラリー

３階　宿泊室（１０人×２０室）・引率者宿泊室（５人×２室）

屋上　天体観測室（ １５０mm天体望遠鏡）

屋外　野鳥観察室・キャンプファイアー場・野外炊事場・運動広場・岩石観察園

　　　流水実験場・植物観察園・屋外トイレ・オリエンテーリングコース

②　利用状況 平成27年度

開 設 年 月 日

所 在 地

構 造

敷 地 面 積

延 床 面 積

6,641人

2,405人

個人利用 2,028人

12,131人（親子ふれあい
　自然体験教室
114人除く）

1,057人
（親子ふれあい
　自然体験教室
114人含む）

利用総数

7,672人

宿泊利用者 日帰利用者
ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ
利 用 者

主 催 事 業
合　計

（延人数）
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⑸　青少年センター

①　業務内容

　１．街頭補導活動

　補導は次のような形態で行います。

・センター補導

・中央補導 センター職員と補導委員合同の補導

・地区補導 各地区ごとの補導委員による補導

・そ の 他 広域列車補導、学校職員、警察との合同補導など

　２．青少年相談

　３．広報活動

　４．関係機関との連携

②　街頭補導などの実施状況

・街頭補導実施状況

（平成25年度）

学校
その他

男 女

　青少年センターは、関係の機関、団体、民間有識者などと連携を図り、青少年の非行防止

活動を総合的、計画的に実践するとともに、健全育成を推進するための拠点です。

　青少年の事故や非行を未然に防ぐため補導委員、学校警察連絡委員会の協力を得て、

不良行為の少年を早期に発見し、注意・助言などの愛のひと声運動を推進します。

　青少年相談は、青少年の非行や怠学などの問題で困っている人（保護者など）からの
相談に応じ、その解決のために援助をするものです。
　相談内容により、必要に応じて児童相談所などの専門機関への連絡や紹介を行いま
す。

　非行防止や青少年を取り巻く社会環境浄化の啓発及び非行防止のための広報活動を行
います。

　補導委員連絡協議会および学校警察連絡委員会などとの連携を図り、補導パトロール

や情報交換を通して、地区の青少年の健全育成や非行防止を図ります。

計

センター職員による補導

2回 45人 42人 87人

時間帯 回　数
補 導 形 態 補 導 少 年 数

地 区
補 導

中 央
補 導

午 前 122回 19回 17回 84回

ｾﾝﾀｰ
補 導

118人 78人 196人

薄 暮 30回 11回 0回 15回 4回 35人

午 後 312回 111回 45回 135回 21回

13人 48人

夜 間 32回 16回 0回 5回 11回 2人 0人 2人

38回 200人 133人 333人計 496回 157回 62回 239回

－ 215 －



（平成26年度）

（平成27年度）

計

午 前 85回 12回 19回 45回 9回 10人 3人 13人

時間帯 回　数

補 導 形 態 補 導 少 年 数

地 区
補 導

中 央
補 導

ｾﾝﾀｰ
補 導

学校
その他

男 女

50人 21人 71人

薄 暮 16回 12回 0回 0回 4回 126人

午 後 179回 91回 40回 26回 22回

87人 213人

夜 間 29回 2回 0回 1回 26回 13人 5人 18人

計 309回 117回 59回 72回 61回 199人 116人 315人

計

午 前 75回 11回 30回 30回 4回 13人 16人 29人

時間帯 回　数

補 導 形 態 補 導 少 年 数

地 区
補 導

中 央
補 導

ｾﾝﾀｰ
補 導

学校
その他

男 女

107人 50人 157人

薄 暮 15回 7回 0回 5回 3回 20人

午 後 206回 107回 31回 33回 35回

6人 26人

夜 間 24回 0回 0回 4回 20回 0人 0人 0人

計 320回 125回 61回 72回 62回 140人 72人 212人
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（平成25年度）

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

0 0 1 0 7 3 0 0 4 0 6 1 18 4

0 0 11 7 16 28 0 0 0 0 0 0 27 35

2 2 23 13 38 65 1 1 0 0 0 2 64 83

0 0 21 0 23 0 0 0 0 0 0 0 44 0

26 10 19 0 2 1 0 0 0 0 0 0 47 11

28 12 75 20 86 97 1 1 4 0 6 3 200 133

（平成26年度）

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

0 0 0 0 2 0 0 0 2 0 2 0 6 0

0 0 1 1 4 3 0 0 0 0 0 0 5 4

2 0 2 0 9 13 0 0 0 0 0 0 13 13

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

131 71 44 26 0 2 0 0 0 0 0 0 175 99

133 71 47 27 15 18 0 0 2 0 2 0 199 116

（平成27年度）

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 0

0 0 1 3 6 8 0 0 0 0 0 0 7 11

4 0 0 4 22 10 0 0 0 0 0 0 26 14

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

48 15 44 16 13 16 0 0 0 0 0 0 105 47

52 15 46 23 42 34 0 0 0 0 0 0 140 72

・補導少年の状況

単位：人

　　   学　職 学　　　　　　　　　生 有　職 無　職
小　計

合　計

自転車の二人乗り 147

小学生 中学生 高校生 その他 少　年 少　年

行　為

喫 煙 22

怠 学 62

た む ろ 44

そ の 他 58

計 333

単位：人

　　   学　職 学　　　　　　　　　生 有　職 無　職
小　計

合　計小学生 中学生

た む ろ 0

高校生 その他 少　年 少　年

行　為

喫 煙 6

怠 学 9

自転車の二人乗り 26

そ の 他 274

計 315

単位：人

合　計小学生 中学生 高校生 その他 少　年 少　年

行　為

　　   学　職 学　　　　　　　　　生 有　職 無　職
小　計

喫 煙 2

怠 学 18

自転車の二人乗り 40

た む ろ 0

そ の 他 152

計 212

－ 217 －



（平成25年度）

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

0 0 0 2 1 1 0 0 0 0 0 0 1 3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 1 3 3 5 0 0 0 1 0 0 1 11 5

2 1 4 5 6 1 0 0 1 0 0 1 13 8

（平成26年度）

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

3 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 4 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0

3 2 2 4 0 0 1 1 0 0 0 0 6 7

8 2 5 4 0 1 1 1 0 0 0 0 14 8

・青少年相談

単位：人

　　   学　職 学　　　　　　　　　生 有　職 無　職
小　計

合　計

家 庭 内 暴 力 0

小学生 中学生 高校生 その他 少　年 少　年

行　為

生 活 の 乱 れ 4

ｼﾝﾅｰ薬物など 0

家出･無断外泊 0

い じ め 1

不 登 校 0

そ の 他 16

計 21

単位：人

合　計小学生 中学生 高校生 その他 少　年 少　年

行　為

　　   学　職 学　　　　　　　　　生 有　職 無　職
小　計

生 活 の 乱 れ 5

ｼﾝﾅｰ薬物など 0

家 庭 内 暴 力 1

そ の 他 13

計 22

家出･無断外泊 1

い じ め 0

不 登 校 2

（平成27年度）

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

0 0 5 1 0 1 0 0 0 0 1 0 6 2

0 1 8 2 0 1 0 0 0 0 2 0 10 4

年　　度

内 容

年 度

25 25 61 23 1 0 4 15 15 3 1

26 40 28 6 1 0 8 17 1 10 0

27 50 33 1 0 0 4 1 4 0 0

単位：人

　　   学　職 学　　　　　　　　　生 有　職 無　職
小　計

合　計小学生 中学生

家出･無断外泊 0

高校生 その他 少　年 少　年

行　為

生 活 の 乱 れ 2

ｼﾝﾅｰ薬物など 0

家 庭 内 暴 力 1

い じ め 1

不 登 校 2

そ の 他 8

8 51

計 14

・青少年健全育成通報運動 単位：件

通報経路
青少年センターへの通報

 直接警
察へ通報
(110番含

む)

消防署
への通報

合　計

小学校 中学校 高校 その他 小計

171 346 0 517

26 54 71 9 57 191 195 0 386

25 46 66

152 195 0 347

・主な通報の内容 単位：件

27 69 52 4 27

計

痴

漢

・

変

質

者

飲

酒

・

喫

煙

窃

盗

行

為

恐

喝

行

為

薬

物

乱

用

つ

け

火

・

火

遊

び

暴

行

・

傷

害

暴

走

行

為

怠

学

・

怠

業

空

家

な

ど

の

無

断

侵

入

そ

の

他

254 347

369 517

275 386

－ 218 －



（平成27年度）

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

0 0 5 1 0 1 0 0 0 0 1 0 6 2

0 1 8 2 0 1 0 0 0 0 2 0 10 4

年　　度

内 容

年 度

25 25 61 23 1 0 4 15 15 3 1

26 40 28 6 1 0 8 17 1 10 0

27 50 33 1 0 0 4 1 4 0 0

単位：人

　　   学　職 学　　　　　　　　　生 有　職 無　職
小　計

合　計小学生 中学生

家出･無断外泊 0

高校生 その他 少　年 少　年

行　為

生 活 の 乱 れ 2

ｼﾝﾅｰ薬物など 0

家 庭 内 暴 力 1

い じ め 1

不 登 校 2

そ の 他 8

8 51

計 14

・青少年健全育成通報運動 単位：件

通報経路
青少年センターへの通報

 直接警
察へ通報
(110番含

む)

消防署
への通報

合　計

小学校 中学校 高校 その他 小計

171 346 0 517

26 54 71 9 57 191 195 0 386

25 46 66

152 195 0 347

・主な通報の内容 単位：件

27 69 52 4 27

計

痴

漢

・

変

質

者

飲

酒

・

喫

煙

窃

盗

行

為

恐

喝

行

為

薬

物

乱

用

つ

け

火

・

火

遊

び

暴

行

・

傷

害

暴

走

行

為

怠

学

・

怠

業

空

家

な

ど

の

無

断

侵

入

そ

の

他

254 347

369 517

275 386

－ 219 －



⑹　教育センター

①　相談の件数

幼
 
児

小
学
生

中
学
生

高
校
生

大
学
生
他

小
 
計

父 母
本
 
人

家
族
他

教
 
員

小
 
計

電
 
話

面
 
談

メ

ル

小
 
計

- 0 0 - - 0 - 0 - - - 0 0 - - 0 

- 8 3 - - 11 1 8 1 1 - 11 11 1 - 12 

0 6 8 1 0 15 3 14 - 1 - 18 14 2 - 16 

- 2 4 - - 6 - 7 - 6 - 13 6 0 - 6 

- 2 22 2 - 26 3 16 0 1 0 20 19 6 - 25 

- - - - - - - - - - - - - - - - 

- 0 4 - - 4 2 4 0 - - 6 1 3 - 4 

- - 0 0 - 0 - 0 0 - - 0 0 0 - 0 

- 2 2 - - 4 - 6 - - - 6 6 - - 6 

- 3 4 - - 7 0 4 - 3 - 7 7 - - 7 

- 3 3 1 2 9 1 5 0 2 2 10 9 1 - 10 

0 26 50 4 2 82 10 64 1 14 2 91 73 13 - 86 

②　相談の種類

教育センターでは、幼児、小・中・高校生及びその保護者等を対象として、家庭及び学校

における適応上の諸問題について相談を受けています。

　　 教育センタ－における教育相談受理状況（平成28年3月31日現在）

対　象　者（人） 依　頼　者（人） 件　数（件）

合 計

知 能 ・ 学 業

性 格 ・ 行 動

進 路 ・ 適 性

情 緒

不 登 校

非 行

友 人 関 係

部 活 動

学 校 不 信

い じ め

そ の 他

相談方法（件） 相  談  者（人）

電 話 面 談 メール 親 当事者 その他

15      

一 般 相 談 0      -      -      -      0      0      

教 育 相 談 63     13     -      65     1      

-      

合 計 63     13     -      65     1      15     

そ の 他 -      -      -      -      

－ 220 －



⑺　適応支援センター

業務内容

　１．保護者・児童生徒・教職員の相談による支援

○相談件数

　２．通所による支援

不登校の悩みを抱えた小学生・中学生を対象に、通所による支援を行います。

○通所状況

　３．訪問相談による支援

○訪問相談状況

　４．カウンセリングによる支援

　カウンセラーによる相談活動・カウンセリングを年間通して行っています。

○カウンセリング実施状況

合 計 8 3       11

保護者 7　 3 10

本 人 1 0 1

合 計 6 0 6

中学校 小学校 合　計

女 2 0 2

男 4 0 4

合 計 38 14 52

合　計

　不登校児童・生徒のうち、引きこもりの傾向があり、相談機関等へ出向くことができ

ない者を対象に、訪問相談を行っています。

中学校 小学校

中学校 小学校 合 計

男 17 8 25

女 21 6　　　27

296

電 話 1 63 14 127 205

合 計 31 65 17 183

91

適応支援センターは、不登校児童生徒の学校復帰を支援すること、将来的に自立する力を

身につけさせることを目的としています。

　不登校の悩みを持つ保護者・児童生徒・教職員からの相談を受けています。

相 談 者 児童・生徒 教 職 員 関係機関 保 護 者 合 計

来 所 30 2 3 56

－ 221 －



5. 文　化　財

①市指定文化財への補助金の交付 21件(経常的保護・管理)

②文化財審議会の開催  2回

③指定文化財説明板修繕  2件 (市指定文化財「下総式板碑」,未指定文化財「米本城跡」）

④指定文化財の現状確認調査の実施 20件，16日間

⑤文化財防火デー関連事業  1回　30名参加 （飯綱神社での防火訓練）

⑥文化財調査  2件 （萱田山長福寺の三層塔，島田谷津のヤマトミクリ）

①所在及び取扱い確認 123件受付，120件回答

②試掘調査  15件(文化財保護普及事業)

③確認調査  16件(市内遺跡発掘調査事業)

④本調査   3件(民間開発等埋蔵文化財調査事業）

⑤発掘調査報告書の刊行 　4件

　「市内遺跡発掘調査報告書　平成27年度」

　「高津新田遺跡e地点・高津新田野馬堀遺跡ｍ地点発掘調査報告書」

　「逆水遺跡i地点発掘調査報告書」

　「白幡前遺跡d地点発掘調査報告書」

②出土文化財の展示　常設３ヶ所（教育委員会庁舎・少年自然の家・文化伝承館）　

　　市役所ロビー展「上谷遺跡東奔西走　日本全国巡回の旅へ」（新規事業）実施　　

③出土文化財展示会「上谷遺跡・栗谷遺跡展」　3回(計9日間)開催　647名参加

④文化庁主催「発掘された日本列島2015展」への出展　　

　　全国５か所の県立博物館等で開催　来館者累計110,743名

⑤八千代市文化財発表会（新規事業）　八千代台東南公共センター　来場者　15名

⑥千葉県北西部地区文化財発表会　習志野市大久保公民館　来場者　305名

⑦まちづくりふれあい講座　２回　77名参加

①埋蔵文化財通信「埋やちよ」31・32号の発行

　開発が多い本市にあっては、急激な生活環境の変化に伴い、くらしの中で残されてきた行事
や社会のなかで大切に保存されてきた文化財が次第に忘失し、散逸し、破壊されつつありま
す。これを防止し、文化遺産を保護するために昭和46年４月に八千代市文化財保護条例を制定
し、文化財の市指定をとおして保護、普及に努めてきました。
　さらに、未指定の文化財についても保護活用すべく、その所在確認や調査研究などの文化財
調査を実施しています。
　また、市内で行われる開発事業等の土木工事に先行して、埋蔵文化財の所在の確認や、記録
保存のための発掘調査を行っています。発掘調査の記録類は、整理して報告書にまとめ、遺跡
と出土文化財の保存と活用に役立てています。これらの事業の成果は、埋蔵文化財通信の発行
や各展示会の開催、各講座への講師派遣をとおして、積極的に普及に努めています。

文 化 財 保 護

埋蔵文化財保護

啓発・普及

⑧講座協力　2回　計49名参加（里山学校講座ほか）

⑨出土文化財の閲覧・貸出　閲覧１件　貸出３件

－ 222 －



県・市指定文化財一覧

県１
有 形 文 化 財 木 造 釈 迦 如 来 立 像

附 ・ 木 造 舎 利 塔
正　覚　院

昭和
　35. 6. 3

１躯

基１）刻彫（

№
種 類

名 称
所有者又は
伝　承　者

指定年月日 員数
（ 細 分 ）

市１
民 俗 文 化 財

佐 山 の 獅 子 舞
佐山獅子舞
保　存　会

昭和
　47. 2.22

１件
（無形民俗文化財）

県２
民 俗 文 化 財

下 総 三 山 の 七 年 祭 り
七年まつり
保　存　會

平成
　16. 3.30

１件
（無形民俗文化財）

市３
民 俗 文 化 財

勝 田 の 獅 子 舞 勝田大同団 　51. 8.13 １件
（無形民俗文化財）

市２
民 俗 文 化 財

村 上 の 神 楽
村 上 神 楽
保 存 会

　47. 2.22 １件
（無形民俗文化財）

市５
有 形 文 化 財

宝 篋 印 塔 正　覚　院 　53.11.11 １基
（ 建 造 物 ）

市４
有 形 文 化 財

正 覚 院 釈 迦 堂 ・ 附 厨 子 正　覚　院 　52.12.10
１棟

基１）物造建（

市７
有 形 文 化 財  下総国印旛沼御普請堀割絵図

 附・安永9年文書・天明3年文書
個　　　人 　53.11.11

１葉

冊２）料資史歴（

市６
有 形 文 化 財

鼓羯
村 上 神 楽
保 存 会

　53.11.11 １口
（ 歴 史 資 料 ）

市９
記 念 物

七 百 餘 所 神 社 古 墳
七 百 餘 所
神 社

　53.11.11 １基
（ 史 跡 ）

市８
民 俗 文 化 財 戒 壇 石

（ 銘 ・ 禁芸 術売 買之 輩）
長　福　寺 　53.11.11 １基

（有形民俗文化財）

市11
有 形 文 化 財

す わ り 地 蔵 米　本　区 　53.12.13 １躯
（ 彫 刻 ）

市10
記 念 物

根 上 神 社 古 墳 根 上 神 社 　53.11.11 １基
（ 史 跡 ）

市13
民 俗 文 化 財

雨 乞 い 祈 祷 の 絵 馬 飯 綱 神 社 　56.12.21 １面
（有形民俗文化財）

市12
民 俗 文 化 財

下 総 式 板 碑 神　野　区 　53.12.13 １基
（有形民俗文化財）

市15
民 俗 文 化 財

長 福 寺 の 板 碑 一 括 長　福　寺 　56.12.21 １括
（有形民俗文化財）

市14
民 俗 文 化 財

伝 ・ 村 上 綱 清 の 墓 石 長　福　寺 　56.12.21 １基
（有形民俗文化財）

市17
民 俗 文 化 財

飯 綱 神 社 の 玉 垣 彫 物 飯 綱 神 社 　56.12.21 25葉
（有形民俗文化財）

市16
民 俗 文 化 財

神 馬 の 絵 馬 飯 綱 神 社 　56.12.21 １面
（有形民俗文化財）

－ 223 －



　

他

他

12個体
（考古資料）

市25
有 形 文 化 財

市代千八枕石 　20.1.18 １箇
（考古資料）

市26
有 形 文 化 財 上谷遺跡をはじめ新川流域出

土 の 祭 祀関 連墨 書土 器群
八 千 代 市 26.7.23

１件
（無形民俗文化財）

市23
民 俗 文 化 財

高 津 の ハ ツ カ ビ シ ャ
高津自治会

　15.1.24 １件
会員委別特）財化文俗民形無（

市24
民 俗 文 化 財

高 津 新 田の カラ スビ シャ
高津新田のカラ

スビシャ保存会
　15.1.24

１葉
（歴史資料）

市21
有 形 文 化 財 米本稲荷神社本殿、附・鳥居１

基、手洗い鉢１基、再建寄付連
名碑１基

稲 荷 神 社 　8.4.1
１棟

（ 建 造 物 ）

市22
有 形 文 化 財

天 保 七 年 米 本 村 絵 図 個 人 　12.12.22

１樹
（天然記念物）

市19

有 形 文 化 財 飯綱神社本殿、附・棟札１
枚、拝殿１棟、玉垣１棟、参
道石段58級、附・石坂供養塔1
基 、 石 階 再 建 勧 化 帳 1 冊

飯 綱 神 社
平成
　4. 6.25

１棟

（ 建 造 物 ）

市20
記 念 物

イ ヌ ザ ク ラ 浅 間 神 社 　6.12.26

１棟

枚１）物造建（

№
種 類

名 称
所有者又は
伝　承　者

指定年月日 員数
（ 細 分 ）

市18
有 形 文 化 財

飯綱神社鐘楼・附再建棟札 飯 綱 神 社 　63.7.1

－ 224 －



八千代市立郷土博物館

八千代市立郷土博物館

八千代市村上１１７０番地２ (☎484-9011 FAX482-9041) 

平成5年5月15日

４,９９２.４００ ㎡

２,２３０.９８９ ㎡

午前9時00分～午後4時30分

月曜日（国民の祝日・休日の場合は直近の翌平日）

年末年始（12月26日から翌年の１月４日まで）

12名（常勤職員5名、非常勤職員7名）

　展示ホール・常設展示室・企画展示室・ラウンジ

　学習室・工作室

管理・研究・収蔵部門

　事務室・学芸員室・研究室・荷解室・収蔵室・図書資料室

「新川流域の自然と人々とのかかわりの変遷」

自然・歴史・考古・民俗などをテーマに行います。

平成27年度利用状況

利 用 者 数 29,290人

講 座 子どもから大人までを対象にした、自然・歴史・文化
に関する観察会や体験講座などを行います。

学 校 対 応 小･中･高等学校の要請を受け、出前講座や体験学習な

どを行います。また、大学の学芸員資格取得の実習受

け入れや、大学の博物館学などの授業における施設見

学も受け入れています。

高齢者対応 関係施設や団体等に対しては、お申し出により学芸職

員の展示説明を行います。

※バリアフリー・貸出用車椅子・車椅子用トイレ完備

企画展に関連したテーマや、八千代の自然・歴史・文
化などに関して外部講師・館職員が講演します。

構 造

開 館 時 間

休 館 日

職 員

施 設 内 容 展 示 部 門

学 習 部 門

事 業 内 容 常 設 展 示

企 画 展 示

講 演 会

鉄筋コンクリート造平屋建（一部２階建）

建 築 面 積

「新川流域の自然と人々とのかかわりの変遷」をメインテーマとし、考古･歴史･民俗･産業･

自然などの展示を行う総合的な博物館です。さまざまな講座や企画展の開催を通して、学

校・市民の学習や地域振興の場としての役割を果たしています。

名 称

所 在 地

開設年月日

敷 地 面 積

－ 225 －


